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〈本号の表紙絵＞

かのウィリアム・ハーヴェイ

もその解剖害を利用したと

いわれるデュ・ローランス

（'558-'609）

アルル生まれのAndreduLau-

rensはモンペリエ大学の出身で、

1586年母校の教授に就任した。

1600年宮廷医としてパリによばれ、

アンリ四世の侍医となった。1595

年エルフルトで出版されたHiS-

/0”αα〃“O脚z“〃"郷α"ico"0"s

は、ヴェサリウスやヴァルヴェル

デなどから図をとっており、独自

の観察はすぐないが、当時もっと

も人気ある解剖害となり、おおく

の版をかさねた。

図は本書1600年パリ版にのる、

C.D.Malleriえがくところのデ

ュ・ローランス。

（深瀬泰旦）
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